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ノロウイルス検査で陽性患者が出た場合、届出が必要ですか。

　　　　　　ノロウイルスは、感染症法では₅類小児科定点把握疾患の感染性胃腸炎に
　　　　　分類されます。全数把握疾患ではありませんので、小児科指定届出医療機関
でなければ、感染症としての届出は不要です。
　ただし、以下の場合は届出が必要となります。
　①医師がノロウイルスが原因の食中毒だと判断した場合（食品衛生法）
　②施設などで集団発生の場合
　　�集団発生の場合は、「社会福祉施設等における感染症等発生時に係る報告について（平成

17年₂月22日付 厚生労働省通知）」を参考にし、下記の報告基準を満たす場合は、速や
かに保健所へ届け出ます。

　　《報告基準》
　　ア �同一の感染症若しくは食中毒による又はそれらによると疑われる死亡者又は重

篤患者が₁週間内に₂名以上発生した場合
　　イ �同一の感染症若しくは食中毒の患者又はそれらが疑われる者が10名以上又は全

利用者の半数以上発生した場合
　　ウ �ア及びイに該当しない場合であっても、通常の発生動向を上回る感染症等の発

生が疑われ、特に施設長が報告を必要と認めた場合

� お問合せ：☎代表 0120-14-7191（フリーダイヤル） / 082-247-7191（ダイヤルイン）
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広報委員
谷敷 圭美 /濱川 以行 /熊川 良則 /河本 圓 /藤岡 裕子 /初岡 博 /中本 啓太

　当検査センターでは昨年₇月から5S活動に取り組んでいます。第₁ステップの整理
で不要なものを処分し、現在第₂ステップの整頓の途中ですが、センターはずいぶん
キレイになりました。しかし5Sは見た目をキレイにすることだけが目的ではありませ
ん。片付けができていない職場ほど作業のムダが発生し、十分な成果が出せていません。
　スペースのムダ、時間のムダ、動線のムダ、間違えるムダ。これらムダの数々を確
実に取り除き、安全（信頼）と利益に変えることが目的です。₃月には取り組み発表
会を予定しています。センターにお越しの際には、是非館内をご見学ください。
� 谷敷 圭美（事務部長 兼 医療安全管理室室長）
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